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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

　新たな年を迎える時期に、地域の皆様が安心して暮らすことができるよう、若松区民の皆様のご協力を
いただいて、昨年１２月に歳末たすけあい募金を行いました。
　皆様のあたたかいお気持ちが数多く寄せられ、総額  1 , 2 4 3 , 8 2 0 円になりました。
　この募金は、支援を必要とする低所得世帯等への見舞金や校（地）区社協で年末に行われるもちつき大会
等の交流会に対する助成、高齢者等見守り訪問活動等に活用させていただきました。詳細は、次のとおり
です。
１　支援を必要とする低所得世帯等への見舞金　  　　       41,000円
２　校（地）区社協で年末に行われるもちつき大会等の交流会に対する助成   300,000円
３　地域福祉活動者による年賀状配布事業        32,820円
４　高齢者等見守り訪問活動事業 　　    424,500円
５　ふれあいいきいきサロン支援事業     445,500円
　募金にご協力いただいた区民の皆様をはじめ、民生委員や各校（地）区社協等関係団体及び地元企業の
皆様に心からお礼申し上げます。

　また昨年１０月１日から今日まで、赤い羽根共同募金の募金活動にご協力いただきました若松区各自治会、
民生委員・児童委員、校（地）区社会福祉協議会及び共同募金会評議員会の各団体の皆様、ありがとうご  
ざいました。 
　あわせて趣旨に賛同し、募金をしていただいた各自治会、まちづくり協議会、その他の区内各種団体、
保育所、企業、官公庁の皆様、街頭募金等で募金いただいた区民の皆様並びに募金箱の設置にご協力い
ただいた皆様、ありがとうございました。
　赤い羽根共同募金の期間は３月
３１日まで続きます。ご協力いただ
きました募金は、令和２年度の若
松区社会福祉協議会の活動費、県
内の民間福祉施設の整備費等に活
用されますので、引き続きご協力を
お願いいたします。

ご協力ありがとうございます
歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金
令和元年度
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【古前校区】久留米市校区社協連合会からの視察受入
  ～地域の困りごとは自分たちのこと！みんなでしっかり共有しよう！～

　　　

サロン紹介
【浜町校区】（ひまわりサロン） 【二島地区】（37区ふれあいサロン）
毎月第2木曜日　13：00～ 参加費100円
若松中央市民センター
で開催しています。 運
動会、クリスマス会、カ
レンダー作りなど多彩
なプログラムと浜町オ
リジナル〈ひまわり体
操〉で体を動かし、和
気あいあいと過ごして
います。  又、手作りお
やつのゼリーやぜんざいも楽しみの一つです。

二島駅前団地中央集
会所で開催していま
す。毎回最初にみんな
で体操をし、その後は
ゲームをしたり、折り
紙やクラフトテープ
を使った小物作りを
したり、お茶を飲みな
がらお話をしたりし
て楽しく過ごしています。

毎月第4日曜日　10：00～ 参加費なし

　11月26日に、久留米市社協と校区社協連合会（東西ブロック）の皆さんが視察に来られ、意見交換
会を行いました。今回の視察は、久留米市から「ふれあいネットワーク活動の見守りが行われ、その
課題についてしっかり共有されている地域を視察したい」と申し出があり、区事務所から古前校区を
推薦して実現しました。
　古前校区は高齢化率が4 3 . 5％と区内で一番高く、高齢化が進んでいる校区です。しかし、福祉協
力員を始め、例え高齢であっても元気な方が多く、ウェルクラブ活動を通じた小学校との交流など、
活動がとても活発です。特に連絡調整会議は、地域の困りごとは自分達のことと考え、参加者全員で
情報共有や意見交換が行われるなど、充実しています。
　当日の流れとしては、まずは久留米市校区社会福祉協議会連合会の宮﨑副会長、そして古前校区社
協の結城会長から、お互いに地域と活動の概要を話した後、意見交換を行いました。意見交換では、
連絡調整会議における情報共有の在り方だけでなく、民生委員・児童委員を始めとする関係団体との
連携の在り方などへ話も広がりました。久留米市側からの質問に対し、自分達の活動の実態や実例を
踏まえて説明し、「会議の場に警察なども参加してもらったほうが良い」など、とても参考になった
ようでした。予定の１時間半では足りなくなるほどでお互いに熱も入り、古前校区と久留米市、お互
いの地域活動が更に活性化する事を予感する、とても有意義な意見交換会でした。
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ボランティア通信
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　障害の有無や年齢に関わら
ず、音楽を楽しんでもらいたい
という思いの下、施設や広範
囲の地域で精力的に活動し、
感動や喜びを与えている。

　11月 27日 ( 水 ) 若松市民会館 小ホールで『福祉とボランティアの集い』を開
催しました。今年もたくさんの方々が来場され、さまざまなボランティア活動に
触れていただくことができました。
　オープニングには、『北九州市健康づくり推進員の会 若松』『若松子育てネ

ットワーカーの会』の２つのボランティアグループ
による活動発表を行い、講演会では、月刊生涯
学習通信「風の便り」編集長 三浦  清一郎 氏を
お迎えして、『カギは「社会から離れず、活動を止めず、楽をしない」』
というテーマでお話をしていただきました。小ホール前エントランス
では、ボランティア連絡協議会のメンバーを中心としたボランティアグ
ループのパネル展示を行いました。
　参加者からは、「『心も体も気も使う』とても良いと思いました。 日本の
『察し』 文化大事にしていきたいです。」  「高齢者が昔のままの考え方で
は、これから困ると思う。 考えなければならないと思いました。」「先生の
お話は何度聞いても『なるほど、、、』といつも感心し、納得できます。  私
のこれからの人生の中で沢山参考にさせていただくことがあります。」な
ど、たくさんの感想をいただきました。講演の様子

代表受賞の様子

三浦　清一郎 氏

活動発表の様子

 『ボランティア公共楽団
　　　　　　  「らるご」』

　シルバーひまわりサービスの
送迎ボランティアとして献身的
に活動している。

   シルバーひまわりサービス事業
   若松区活動者　10名
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「社会福祉に役立ててほしい」と本会にご寄付がよせられました。
受領いたしました皆様のお気持ちは、社会福祉事業のため、有意義に使わせていただきます。
ご寄付されました方々は次のとおりです。

「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」」のの
　実現のために皆様のご協力をお願いします　実現のために皆様のご協力をお願いします！！！！

「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」の
　実現のために皆様のご協力をお願いします！！

　若松区社会福祉協議会では、区民の皆様から寄せられた一般寄付、香典返し寄付等を地域で暮らす方々が
共に助け合い、支え合う福祉のまちづくりの貴重な財源として活用させていただいています。
　例えば、地域の福祉協力員等によるふれあいネットワーク活動推進事業（ひとり暮らし
高齢者等の見守り訪問活動）や地域で行われる敬老行事等に使われています。
　区民の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
　詳しくは、若松区社会福祉協議会へお問合せください。

　ご寄付ありがとうございます。

（令和元年10月１日～令和元年12月31日受付分　敬称略）
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健康マイレージ応募締切 迫る！
令和２年３月２日（月）まで
（40歳以上で市内在住・在勤の方）

●実践した健康づくりの項目に
　チェックをしてください。
●健診受診日の記入をしてください。
●2019年度のポイントシール
　８枚の貼付をお願いします。
●ポストに投函する際は、63円切手をお忘れなく!

応募の前にご確認を！


